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【足立区地域自立支援協議会権利擁護部会】会議概要 

会 議 名 令和６年度 第３回 【足立区地域自立支援協議会権利擁護部会】 

事 務 局 福祉部 障がい援護課、障がい福祉課 

衛生部 中央本町地域・保健総合支援課 

開催年月日 令和７年２月５日（水） 

開 催 時 間 午後２時００分 ～ 午後４時００分 

開 催 場 所 障がい福祉センターあしすと ５階ホール 

出 席 者 別紙のとおり 

欠 席 者 別紙のとおり 

会 議 次 第 

１ 開会あいさつ 

２ 議事 

（１） 成年後見制度等障がいのある方に合った今後の権利擁護 

支援について 

（２） 障がい者の差別解消・合理的配慮の理解促進及び相談対応

等について 

（３）令和６年度活動報告について 
３ 事務連絡 

資 料 

１ 第３回権利擁護部会 次第 

２ 権利擁護部会の取り組みに向けて（第１回まとめ）「資料１」  

３ 「権利擁護支援の地域連携ネットワークの機能」を強化するための 

取組イメージ「資料２」 

４ 障害者に対する偏見や差別のない共生社会の実現に向けた行動計画 

について「資料３」 

５ 成年後見制度（リーフレット） 

６ 足立区成年後見制度利用助成事業（チラシ） 

そ の 他 
公開状況：公開 

傍聴：０名 

様式第１号（第３条関係） 【公開用】 
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（協議経過） 

○荒井事務局員 

 本日はお忙しい中、令和６年度第３回権

利擁護部会にご参加いただき、ありがとう

ございます。 

 本日司会を務めます、障がい福祉課障が

い施策推進担当の荒井と申します。よろし

くお願いいたします。着座にて失礼いたし

ます。 

開催に先立ちまして、本日の配付資料の確

認をさせていただきます。 

【１】第３回権利擁護部会 次第 

【２】権利擁護部会の取り組みに向けて

（第１回まとめ）「資料１」 

【３】「権利擁護支援の地域連携ネットワ

ー 

クの機能」を強化するための取組イメージ 

「資料２」 

【４】障害者に対する偏見や差別のない共

生社会の実現に向けた行動計画について

「資料３」 

【５】成年後見制度（リーフレット） 

【６】足立区成年後見制度利用助成事業

（チラシ） 

不足している資料などございますでしょ

うか。本日、傍聴人の方はいらっしゃいま

せんが、今後は部会の進行の中で、個別事

例を取り上げる場合は、非公開とさせてい

ただきます。 

それでは、令和６年度足立区地域自立支

援協議会第３回権利擁護部会を開会いたし

ます。はじめに、障がい援護課長の早川よ

りご挨拶申し上げます。 

 

１ 開会あいさつ 

〇早川委員 

皆さま、お忙しい中、第３回権利擁護部

会にご参加いただき、ありがとうございま

す。 

私は、この障がい者支援に関する会議で

いつも申し上げていますが、地域自立支援

協議会権利擁護部会は、障害者総合支援法

に基づき、各自治体が設置する会議体で

す。この部会の大きな特徴は、障害者差別

解消法に基づいて、障害者差別解消支援地

域協議会としての役割も担っている点で

す。今年度の第 1 回権利擁護部会では、各

委員の皆様の状況や課題を共有していただ

き、その中でテーマの洗い出しや、検討す

べきテーマについてのご意見をいただきま

した。また、前回の第２回権利擁護部会で

は、障がい者の差別解消と合理的配慮の提

供について議論し、グループごとに差別解

消法に基づく相談事例をケーススタディと

して取り上げ、議論いただきました。 

本日の第３回権利擁護部会では、成年後見

制度や権利擁護に関する課題、今後の取り

組みについて、広く意見交換を行いたいと

考えています。 

現在、権利擁護支援が必要な方々は、従

来の福祉や医療サービスに加え、就労や法

律などのさまざまな専門家が関わりなが

ら、本人の意思決定をサポートしていま

す。私たちはこれを「重層的な支援」と呼

んでいますが、１つの方向性にとどまら

ず、さまざまな視点からのアプローチが求

められます。「チーム支援」とも呼ばれま

すが、チーム支援が目的ではなく、その人

の権利擁護を確保するための手段として、

どのような課題があるのかを、皆さまと共

に議論できればと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

〇荒井事務局員 

次に、本日の進行についてご案内いたし

ます。本日の部会では、会議内容や発言者

名などを議事録として後日、足立区のホー

ムページで公開する予定です。そのため、

議事の内容を録音させていただいておりま

すので、ご了承願います。それでは、これ

より議事に移ります。ここからの議事につ

きましては、平部会長に進行していただき

ます。平部会長、よろしくお願いいたしま

す。 

 

２ 議事 

（１）成年後見制度等障がいのある方に合

った今後の権利擁護支援について 

〇平部会長 

 それでは、ここから私が司会進行を務め

ます。議事の１つ目は、「成年後見制度

等、障がいのある方に合った今後の権利擁

様式第２号（第３条関係） 
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護支援について」です。事務局から説明を

お願いします。 

 

〇和田事務局員 

まず、議事について「資料１」をご覧く

ださい。「資料１」は、権利擁護部会の取

り組みについてまとめた資料です。 

第１回では部会テーマを共有し、皆さま

に挙げていただいた課題や取り組みを「意

思決定支援」「差別解消・合理的配慮」

「虐待防止」「成年後見制度と権利擁護支

援」という４つのカテゴリーに整理しまし

た。この会議では、障がいのある方の尊厳

やその人らしい暮らしについてテーマを共

有しました。 

第２回では、「資料１」の右上にある

「差別解消・合理的配慮」について話し合

いました。 

そして、今回の第３回では、「資料１」

の左側にある「意思決定支援と成年後見制

度・権利擁護支援」の部分をさらに深掘り

していきたいと考えています。 

部会テーマとしては、「権利擁護の視点で

の相談体制づくり」「定期的な情報交換や

勉強会」「行政・専門機関の連携強化」

「障がい者や家族の高齢化に対応した成年

後見制度の利用促進、権利擁護支援の推

進」などが挙げられています。 

また、皆さまから出された課題やアイデ

アには、「支援チーム作りの必要性」や

「連携づくり」、「情報交換の強化」、

「権利擁護が必要な方への周知」をしっか

り取り組むべきだという意見がありまし

た。「事例を通じた勉強会」や「家族の高

齢化」については、表面的な勉強会ではな

く、事例を通じて深く学んでいくことが有

効だとの意見もありました。こうした意見

は第１回のアンケートでも出されており、

今回はさらに深掘りしていただければと思

います。 

次に「資料２」をご覧ください。こちら

は「権利擁護支援の地域連携ネットワーク

の機能強化のための取組イメージ」と題

し、「地域共生社会のあり方検討会」とい

う国の会議体から抜粋した資料です。「チ

ームによる権利擁護支援」のイメージが図

で示されています。左側の丸が高齢者の権

利擁護支援、右側の丸が障がい者の権利擁

護支援を表しています。 

次に、「チームによる支援とは何か」と

いう点について、資料にある２点に整理さ

れています。 

１番目は、「権利擁護支援が必要な人を

中心に、本人の状況に応じて、身近な親族

や地域、保健・福祉・医療の関係者などが

協力し、日常的に本人を見守り、本人の意

思や選好、価値観を継続的に把握し、必要

な権利擁護支援を行う仕組み」です。 

２番目は、「既存の福祉や医療のサービ

ス調整・支援体制に、必要に応じて法律・

福祉の専門職や後見人など、意思決定に寄

り添う人を加え、適切に本人の権利擁護が

図れるようにする」というものです。 

これを踏まえ、もう一度資料に戻ります

と、障がいのある方の権利擁護支援チーム

の一例としては、後見人や親族、相談支援

専門員、障がいサービス事業者、民生委

員、ボランティア、医療機関などが関与し

ます。また、虐待や金銭トラブル、犯罪被

害、雇用の場での問題など、さまざまな場

面で司法や法律が関わることもあります。

このように、多職種の連携が重要であるの

が権利擁護のチーム支援です。 

障がいのある方のチーム支援について

は、日々さまざまな意見をいただいており

ます。高齢者のチーム支援は、先ほどの図

にあるように、ケアマネジャーを中心に確

立されており非常にわかりやすいです。一

方で、障がい者に対するチーム支援はどの

ように組織するのかがわかりにくいという

意見もあります。また、通所先職員や相談

支援専門員が相談しやすく、何でも動いて

くれるが、どこまでお願いしてよいのか、

例えばお金や法律の問題を引き受けてくれ

るのかについても難しさを感じているとい

うご意見もいただいています。 

そこで、今回の部会では、チームによる

権利擁護支援について、成年後見制度だけ

ではなく、権利擁護のさまざまな取り組

み、意思決定支援などを進めていく上で、

どんな課題があるのか、またどんな取り組

みが必要かについて、皆さまに現状の課題
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と今後の取り組みについて意見をいただき

たいと思います。 

事務局からの説明は以上です。平部会

長、よろしくお願いいたします。 

 

○平部会長 

 それでは、これから意見交換を行いたい

と思います。ご意見をいただきたいのは、

成年後見制度等に関連する、障がいのある

方に適した今後の権利擁護支援についてで

す。特に、障がいのある方へのチームによ

る権利擁護支援を進める上での課題と、そ

れに対する取り組みがどのようなものかを

お伺いしたいと思います。 

まず、最初に発言されたい方がいれば、

お話しいただき、その後、他の方々からも

ご意見を伺いながら意見交換を進めていき

たいと思います。後半では、私からもご指

名させていただくこともあるかと思います

ので、よろしくお願いします。 

 

〇小杉委員 

チームによる権利擁護支援を進める上で

の課題として、テーマが絞りにくいことが

挙げられます。事務局からの話を受けて率

直に感じたことは、まずは権利擁護に関す

る知識を深めることが重要だということで

す。知識を得た上で、それを消化し、共感

することが大切だと感じます。 

支援者としての立場から言うと、知識を

持っている支援者でも、障がい者に対する

理解が十分でないことがあります。支援を

しながら障がい者に寄り添い、共感するこ

とが重要だと思いますが、理解を持ちづら

い職員がいる場合、「あなたの考え方が間

違っている」とか、「その価値観はおかし

い」というような対応では問題が解決しま

せん。私自身もその点で悩んでいますが、

こうした時にどう対応するべきか、皆さま

の知恵を借りたいと思っています。 

私は、価値観は人それぞれ異なるものな

ので、それを認め合うことが権利擁護にお

いては大切だと考えています。価値観をぶ

つけ合い、意見交換を行う中で、互いに異

なる視点があることを認識する仕掛けを意

識的に作らない限り、組織の人権意識は育

たないと感じています。価値観を育て、チ

ームプレーヤーとして支援し、支援を受け

る方を中心にチーム支援を進めていければ

と思います。 

 

〇平部会長 

障がい者の支援を行うチームが、それぞ

れの機関でどのように考え、どのように動

いているのかを伺いたいと思います。で

は、花畑共同作業所の吉田委員、作業所の

中で感じていることはありますか。 

 

〇吉田委員 

職員間での世代差からくる価値観の違い

は、私たちも悩んでいる点です。チーム内

で意見をぶつけ合い、話し合える関係性を

築くことが大切だと思っています。特に若

い職員は、個々に異なる考え方を持ってい

るため、意見がかみ合わないことがよくあ

ります。その解決方法については、今のと

ころ明確な答えは見つかっていません。 

 

〇平部会長 

では、親族の立場から、手をつなぐ親の

会の佐藤委員、チームでの権利擁護支援に

おける課題について、どのように感じてい

ますか。 

 

〇佐藤委員（足立区手をつなぐ親の会） 

先ほどの話の中でも、高齢者はケアマネ

ジャーを中心でチーム支援を行っているけ

れども、障がい者については、権利擁護に

関して本人を中心とした支援チームは、通

所しているところが中心の場合も多いと思

います。相談支援専門員さんがしっかり入

っているところは、相談支援専門員さん

が、ヘルパーさんを集めて支援会議をやっ

てくださるけれども、権利擁護支援チーム

となると成年後見人さんが中心になるよう

なイメージだと思っていました。 

 

〇平部会長 

 ありがとうございます。権利擁護につい

てですが、日頃支援を行っている方々が、

プラスアルファで権利擁護を行うケースも

あります。成年後見人が選任されている方
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もいれば、そうでない方もいらっしゃると

思いますが、いかがでしょうか。 

 

〇佐藤委員（足立区手をつなぐ親の会） 

親が元気なうちは、成年後見人をつける

ことに費用がかかるため、なるべく親が頑

張ろうと考える方が多いです。しかし、親

が高齢になると、周囲が「そろそろ危な

い」と感じることもありますので、そのよ

うな方々には積極的にアプローチしていく

必要があると感じています。 

 

〇平部会長  

ありがとうございました。私も普段、成

年後見制度に関する支援を行っています

が、高齢者のチーム支援は比較的わかりや

すく、ケアマネジャーや包括支援センタ

ー、ヘルパー、事業者、デイサービスな

ど、すでにチームが形成されているため、

成年後見制度の申立てに関して問題があれ

ば、その流れを検討していくことができま

す。しかし、障がいのある方々は一人ひと

り状況が異なり、サービスや相談支援の有

無も異なるため、申立て自体が非常に難し

く感じます。チームの形成についても、ど

のように進めるべきかが悩ましいところで

す。 

では、肢体不自由児者父母の会の鈴木委

員、いかがでしょうか。 

 

〇鈴木委員（足立区肢体不自由児者父母の

会） 

「父母の会」では「親の会」さんほど成

年後見制度等の勉強の機会は少ないのです

が、昨年１０月に開催された東肢連研修大

会は、障がいのある子の「親なきあと」～

「親あるあいだ」の準備～をテーマに行わ

れ足立区から１１名が参加しました。親が

元気なうちに、親亡きあとのことを考えて

準備をしておくことが大切と改めて感じま

した。親も子も高齢化している中で年を取

ると気力が落ち、深く考えることが難しく

なります。日々の介護で流されている中

で、親の体調不良や介護力の低下、親自身

も支援が必要になる方も増えています。私

自身はセルフプランを活用し、一人で介護

できるため、居宅ヘルパーを使っていませ

ん。多くの親御さんが頼りにしているのは

施設の職員さんであり、相談支援を利用し

ている方々は、相談支援の担当者に力強く

頼っていると思いますが、それぞれでしっ

かり相談できているのか見えない部分で

す。会員から高齢化で一カ所に集まるのは

大変と言われるため、地域ごとに集まり親

同士の関係性を築き、困っていることを話

し合う場ができると良いと考えています。

情報交換の場ができれば、職員さんにも相

談しやすくなるのではないでしょうか。権

利擁護支援チームの流れが自然にできるこ

とを願っています。 

 

〇平部会長 

相談することを引き出すことが重要だと

いうことですね。ありがとうございます。

次に、希望の苑の佐藤委員、いかがでしょ

うか。 

 

〇佐藤委員 

権利擁護支援の前段階として、意思決定

支援や虐待防止があります。ご本人を中心

に細かく支援計画を立てることが大切です

が、意思確認が難しく、時間をどのように

確保するかが大きな課題となっています。 

虐待防止に関しては、研修を重ねて職員の

セルフチェックを行っています。しかし、

職員によっては実践が難しい部分があり、

課題が残っています。それでも、繰り返し

取り組むことで権利擁護に繋がると考えて

います。 

 

〇平部会長 

次に、千住オリーブの会の金子委員、い

かがでしょうか。 

 

〇金子委員 

精神障がい者の家族会に所属しており、

会員は７０代、８０代の方が多く、障がい

のある方々は４０代、５０代が中心です。

現在、会員の最大の関心事は「親亡き後」

の問題です。時々勉強会で成年後見制度に

ついて学びますが、各家庭の状況や障がい

の程度が異なるため、「これが正解」と言
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えるものは見つかりません。また、地域の

相談窓口に積極的に相談に行けている会員

は少ない印象です。 

私は非常勤で計画相談を行っています

が、地域で生活する障がい者の支援では、

まず本人の希望や意思確認を行い、それに

基づいて支援計画を立て、支援者が集まっ

て情報共有をしながら支援を進めていま

す。カンファレンスなどで定期的に情報交

換を行い、変化があればそれを反映するこ

とはできています。ですが、権利擁護や虐

待防止といったテーマが話し合われること

は意外と少ないのが現状です。そのため、

普段の支援の組み立てに集中していると、

権利擁護まで気が回らないことが多く、こ

れからの課題だと感じています。 

 

〇平部会長 

次に、ピアサポーターの成田委員、何か

ご意見があればお願いします。 

 

〇成田委員 

私が通所している作業所では、個別支援

計画や面談を通じて、利用者と職員がつな

がりを持っています。また、職員同士でも

問題があれば、利用者等の情報を共有して

います。 

月に一度、ミーティングで意見交換を行

い、メンバーや職員間で情報を共有してい

ます。 

 

〇平部会長  

それでは、民生委員の島田委員、お願い

します。 

 

〇島田委員 

障がい者の担当はしていませんが、高齢

者の相談を受けた際には地域包括支援セン

ターに連絡をしています。自分で話せない

高齢者の場合も、状況を伝えて地域包括支

援センターに対応をお願いすることがあり

ます。 

障がい者の親御さんの中には、一人で困

っている方が多いと感じます。いろいろな

人が協力し合って支援することが重要であ

り、これからの課題も多いと感じていま

す。 

 

〇平部会長 

他の方からもご意見をいただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 

〇長門委員 

権利擁護の観点から、チーム支援につい

てですが、少し話がそれてしまうかもしれ

ません。今年度から福祉部内に「福祉まる

ごと相談課」が設置され、医療、介護、保

健、福祉に加えて、住宅問題やごみ問題に

も取り組みを始めています。事例によって

は、担当部署以外の協力を得なければ解決

しないこともあります。私が参加した会議

でも、こうした協力の重要性を感じまし

た。 

今では福祉まるごと相談課に情報がきち

んと集約されていますが、以前は各所管で

対応していたものの、情報の集約が不足し

ていたため、困っている区民の方にとって

は「どこに行けば解決するのか」が明確に

なり、効果が出てきたと感じています。チ

ームでの支援が非常に大切だと実感してい

ます。 

 

〇平部会長 

チーム支援はさまざまな場面で必要とさ

れ、権利擁護にもつながると思います。そ

れでは、東部保健センター長の平塚オブザ

ーバ、お願いいたします。 

 

〇平塚オブザーバ 

東部保健センター長の平塚です。よろし

くお願いします。保健センターでは多くの

方と交流しており、当事者の方々やそのご

家族と関わる機会があります。今年度、権

利擁護センターあだちによる成年後見制度

の講座を開催し、高齢のご家族の方々が多

く参加している印象を受けました。権利擁

護支援の一助になればと思っています。 

チームで連携して取り組めば、当事者の

声を必ず誰かが聞くことになります。それ

をチーム内で共有し、支援の輪を広げてい

くことが重要だと感じています。例えば、

「この方がこういう話をしていた」という
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情報を支援の輪で共有し、誰かが手を差し

伸べられる状況を作り、その情報をさらに

チームで共有していくことが大切だと思い

ます。 

 

〇平部会長 

それでは、早川委員、お願いします。 

 

〇早川委員 

皆さま、それぞれの視点からご意見をい

ただき、ありがとうございます。最初、私

は介護サービスと比較して、障がい者支援

事業所の連携や協力の課題について意見が

出るのではないかと予想していました。し

かし、事業所内部で福祉支援についての考

え方が異なることを聞き、非常に気づかさ

れました。この課題を発見できたこと、ま

た「みんな同じ考えを持っている前提でチ

ーム支援を考えるべきではない」と気づけ

たことは大変貴重でした。私たち行政も支

援機関の一つとして、この点を今後も意識

していきたいと思います。 

 

〇平部会長 

ハローワークの鈴木委員、いかがですか。 

 

〇鈴木委員 

まず、「資料１」の権利擁護部会からの

取り組みに関してですが、雇用関係におけ

る虐待防止について、ハローワークはすべ

ての相談窓口ではないことをお伝えしたい

と思います。賃金未払いの問題は労働基準

監督署、パワハラやセクハラは東京労働局

の雇用均等室が対応します。雇用に関する

虐待一つでも、対応機関が複数あるため、

「資料１」に記載された表を見ても、さら

に細分化される印象を受けました。 

 

〇平部会長 

障がい福祉センターの中沢オブザーバ、

いかがですか。 

 

〇中沢オブザーバ 

様々な意見があり、権利擁護というテー

マで考えていましたが、私は福祉現場に長

く関わってきた者として、小杉委員の話に

あった「多様な価値観の中で職員や地域を

どう良くしていくか」という点が非常に難

しいと感じました。 

５年前、１０年前、介護保険制度が始ま

ったころ、さらにその前と比較すると、足

立区内でもできていることは多くありま

す。できている部分を再確認し、その価値

を前向きに捉えていくことも重要だと思い

ます。福祉の分野では、できていないこと

に目が向きがちですが、できていることを

当たり前にしないよう意識すること、例え

ば家族の方が行っている介護を当たり前に

しない、「できている」と評価する考え方

が、職員にとっても大事だと感じていま

す。 

 

〇平部会長 

面白い視点ですね。皆様、貴重なご意見

をありがとうございました。立場が変わる

中での権利擁護に関するご意見、ありがと

うございました。それでは、和田係長、お

願いします。 

 

〇和田事務局員 

たくさんのご意見、ありがとうございま

す。一つにまとめるのは難しいですが、板

書に沿って振り返りをいたします。 

① 最初の論点は、「知識が大切」とい

う点です。現在、権利擁護センターなどで

小規模な講座を行っており、成年後見制度

の改定や見直しもありますので、知識の重

要性を再確認しました。 

② 知識があっても、個々の感覚や仕事

への取り組み方が異なるため、同業種、異

業種を問わず、同じチーム内でも多様な価

値観があるということ。共通項を見つける

ためには、考えのぶつけ合いも必要であ

り、チームを育てる取り組みが重要だとい

う意見もありました。 

③ 最初に取り組むべきは、意思決定支

援。ご本人が望むくらしや選択を支援する

ことが最も大切だという指摘がありまし

た。また、本人参加型の会議については、

どのような方法が最適か試行錯誤を重ねて

いるというお話もありました。 

④ 事業所内でのアプローチについて
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も、本人の意向を尊重し、チーム内で情報

を共有しながら支援を行っているという話

がありました。 

⑤ 親御さんの高齢化に関して、親御さ

んとの信頼関係を築き、「ここであれば相

談できる」と感じてもらうことが重要。親

同士の取り組みを身近な通所先で考えるこ

とが必要だという意見もありました。 

⑥ 親御さんはお子さまの支援に精一杯

で、先のことを考えるのが難しいという課

題があり、どこがそのきっかけを作るかが

重要であるとの意見もありました。 

⑦ 相談支援や福祉サービスに関する課

題について、日々の支援に終始していると

のご指摘もありました。将来について考え

ることを、基幹相談や地域生活支援拠点と

の取り組みの中で、どのように支援してい

けるか考えたいと思います。 

⑧ 人権問題については、ハローワーク

や労働基準監督署、労働局などさまざまな

機関で対応されていることが話題になりま

した。後見相当の方が雇用契約で働いてい

る場合、後見人と労働チームとの連携が重

要となる場面もあるかと思いますので、そ

ういった事例も今後お伺いできればと思い

ます。 

貴重な意見をいただきましたので、今後

の事業に活かしていければと思います。 

 

〇平部会長 

追加のご意見がある方はいらっしゃいま

すか。 

それでは、議事の二つ目に移ります。議

事の二つ目は、前回の部会で共有した「障

がい者の差別解消・合理的配慮の理解促進

及び相談対応等について」です。この間の

共有を行います。 

 

（２）障がい者の差別解消・合理的配慮の

理解促進及び相談対応等について 

まず、セミナーについてです。このセミ

ナーは２回行っておりますが、参加された

方から感想を共有いただければと思いま

す。第１弾は「障がい者の差別解消と合理

的配慮を考える」というテーマでした。参

加された方は、手をつなぐ親の会の佐藤委

員ですが、感想をいただければと思いま

す。 

 

〇佐藤委員（足立区手をつなぐ親の会） 

このセミナーは相談支援ネットワークと

共催で行われたため、参加者の多くが相談

支援員でした。セミナー後に行ったグルー

プワークでは、相談支援員の視点からの意

見を聞くことができました。講師は関哉弁

護士で、育成会でよくお世話になっている

弁護士さんです。関哉先生は、旧優生保護

法裁判で活躍され、花畑学園の学校運営協

議会でもご一緒させていただいた先生です

が、直接お話を聞く機会はなかったので、

非常に貴重な時間でした。「基本は人権」

という視点からのお話を伺うことができ、

大変有意義でした。ありがとうございま

す。 

 

〇平部会長 

次に、参加された和田係長、いかがでし

ょうか。 

 

〇和田事務局員 

合理的配慮に限らず、「権利擁護」や

「ご本人中心」といった点についても、し

っかりとお話しいただきました。その中

で、関哉先生が提唱している尊厳や権利を

守る「はひふへほ」というものがあり、こ

れを今広めようとしていらっしゃいます。 

・「は」＝早く 

・「ひ」＝一人にしない 

・「ふ」＝フィルターをかけない 

・「へ」＝変化に気づき、対応する 

・「ほ」＝本人主体 

この「ほ」は、支援者が「あとで」と言っ

てしまうことで、二度と相談ができなくな

ることを避けるために大切なことです。支

援者にとって、この「はひふへほ」が重要

であり、「ひ」の一人にしないという点

は、今回のチーム支援の話とも通じている

と感じました。以上です。 

 

〇平部会長 

続きまして、第二弾のセミナー「総合的に

学ぼう意思決定支援」について、１月７日
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に開催されました。中沢係長、お願いいた

します。 

 

〇中沢オブザーバ 

「意思決定支援」のセミナーに参加しま

した。基本的に、当事者や相談者に寄り添

いながら支援を行っていますが、講義を通

じて、水島先生が「支援者めがねを外して

考えてください」と繰り返し話されていた

ことが印象に残りました。支援者が自分の

視点を外した時、本人が望むものと支援者

が提供できるものが異なることに気づき、

勉強になりました。   

また、講師の先生と雑談する機会もあり

ました。意思決定支援が必要な方として一

人暮らしの方が多いという話になり、単身

世帯の支援における課題について触れまし

た。意思決定支援は個別性が高く、障がい

福祉だけでなく、もっと幅広い分野で活用

できる支援体系になるという視点が新鮮で

した。 

 

〇平部会長 

私も１月の意思決定支援の講座に参加し

ました。失語症の方の退院後の居所の選択

について、意向確認の場面を見ながら、こ

とばが話せない方の意向をどう汲み取る

か、ワークを通じて考えました。関係者が

努力している姿がありましたが、現場で

は、そこまでの丁寧な確認をしきれていな

い部分が反省点です。居所の選択等、ご本

人が納得する形で意思決定支援を行うこと

の重要性を改めて感じました。 

 

〇和田事務局員 

意思決定支援に関するセミナーで、最後

に情報提供がありました。チーム支援はプ

ロの支援者や専門職の後見人によって行わ

れるものだと考えがちですが、豊田市では

新たにモデル事業として、市民が「意思決

定支援フォロワー」として活動していま

す。市民の方々は、対象者の日常的なニー

ズを聴き取り、「お団子が食べたい」な

ど、普段の会話の中で本人の意向をキャッ

チします。豊田市のホームページでは、意

思決定支援フォロワーの取り組みを紹介す

る動画も見ることができます。 

障がいのある方にとって、親や医師、事

業所の職員は身近な存在であり、日常生活

や将来に大きな影響を与える人々です。そ

のため、これらの人々には本音を言いづら

い場合が多く、相手の思いを忖度してしま

うことがあります。一方で、あまり関わり

のない、たまに来るボランティアや学生な

どの方が、聞き手としてより率直に話をし

やすいこともあります。今回の豊田市の取

り組みが、こうした点でどのような成果を

上げるのか、注目しています。 

 

〇平部会長 

次に、「住まいのお悩み解決セミナー」

については実施予定とのことですので、事

務局から説明をお願いします。 

 

〇和田事務局員 

「住まいのお悩み解決セミナー」は、全

日本不動産協会、東京都宅地建物取引業協

会と共催で、区民の方向けに周知している

イベントです。会場は北千住の東京芸術セ

ンターの天空劇場で、物件オーナーや仲介

業者向けに差別解消や合理的配慮について

説明します。これに関しては、部会でも障

がいのある方に対する差別や不安が払拭さ

れていないという意見がありました。私た

ちの相談窓口を周知したいと思います。 

 

〇早川委員 

セミナーでは、防災対策や犯罪防止など

についても説明します。ある所管からは、

全国的な調査で「障がいがある方に物件を

貸すのに躊躇する」という結果が多かった

点を報告します。私たちはその後に話しま

すので、不当な差別が禁止されていること

や、合理的配慮をしていないと、国から指

導を受け、裁判で不利な判決を受ける可能

性があることを伝え、私共の相談窓口につ

いてＰＲします。 

 

〇和田事務局員 

セミナーの募集人数は３００人、締め切

りは２月２６日です。内容としては、空き

家や老朽化対策、防災対策、住まいの助成
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制度、相続登記の義務化などが含まれま

す。 

 

〇早川委員 

今回の部会のテーマであるチーム支援の

メンバーというのは常に関わっている人と

いうイメージがあると思います。しかし、

ライフステージの中で一部だけ関わる住宅

の仲介業者や支援者の意識を変えること

も、チーム支援の一環だと考えています。

理解が深まるように努めていきますので、

ぜひご参加いただければと思います。 

 

〇平部会長 

開始時間はどうでしょうか。 

 

〇和田事務局員 

午後２時からです。３月１日土曜日です

ので、午前中は「こころの健康フェスティ

バル」にご参加いただき、午後２時に、こ

ちらのセミナーへお越しいただけますと幸

いです。セミナーの終了は４時２５分で、

その後、個別相談会が４時３０分から５時

３０分まで行われます。詳細はホームペー

ジにも掲載されていますので、オンライン

申請システムやファクス、電話などで申し

込みが可能です。 

 

〇平部会長  

ありがとうございました。事務局に伺い

ましたが、こういった各種セミナーを自立

支援協議会の一環として企画し、委員の方

や部会の方々に参加いただくことを今年度

から始めたとのことでした。事業所やさま

ざまな方々がセミナーに参加していただい

ていることは大変良いことだと思っていま

す。今後も、このような権利擁護や意思決

定支援を地域全体に広めていく必要があり

ますので、部会を通じて、区や事務局に意

見を上げ、引き続きさまざまな企画を実施

していただければと思っています。 

委員の方々からもご意見等がありました

ら、この場でお聞かせいただければと思い

ます。いかがでしょうか。今後、こういっ

たセミナーについて、テーマや内容に関す

るご意見があれば、お聞かせください。 

 

〇佐藤委員（足立区手をつなぐ親の会） 

こちらの部会の案内と一緒に、知的障が

い者の恋愛や結婚に関するシンポジウムの

案内をいただいたかと思いますが、参加さ

れた方や感想があればお聞かせください。 

 

〇平部会長 

知的障がい者の恋愛や結婚についてのシ

ンポジウム、ご参加された方いらっしゃい

ますか。手をつなぐ親の会の佐藤委員どう

でしたか。 

 

〇佐藤委員（足立区手をつなぐ親の会） 

私は出かけていましたので、スマートフ

ォンで時折拝見していました。最初に厚生

労働省の方が挨拶され、その後、内閣府の

動きに関する話がありました。育成会でお

馴染みの方が話されていた印象です。知的

障がい者の恋愛や結婚の支援についての話

や育児支援の話では、グループホームに対

して「子どもができたらちゃんと面倒を見

なさい」といった通達が出されている話も

あり、支援者の方々は大変だと感じまし

た。 

重度障がいの方についても、日常的にお

むつをしているような子どもは性教育に関

係ないと私自身も思っていましたが、「お

むつ替えも性教育の一環であり、その人の

体に触れること自体も性教育である」とい

った話があり、本人の人格を尊重して支援

を行わなければならないということを改め

て感じました。 

 

〇和田事務局員 

知的障がいに限らず、障がいのある方の

恋愛や子育てに関する相談については、通

知が出され、相談支援事業所向けにお伝え

したり、グループホームの連絡会で配布し

たりしています。具体的に、どのようなノ

ウハウで支援を行うべきか、例えば、子育

て支援の領域の機関が、チームの編成に加

わるなども考える必要があると感じまし

た。私もこれから研究していこうと思いま

す。 
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〇平部会長 

それでは、次に「資料３」の「障害者に

対する偏見や差別のない共生社会の実現に

向けた行動計画」について、事務局からご

説明お願いします。 

 

〇和田事務局員 

配布させていただいた「資料３」の「行

動計画概要」についてご説明します。これ

は令和６年１２月２７日に示されたもので

す。内閣総理大臣官邸で第３回障害者に対

する偏見や差別のない共生社会の実現に向

けた対策推進本部が開かれました。そこで

「旧優生保護法にかかる対応状況」や「障

害児に対する偏見や差別のない共生社会の

実現に向けた行動計画（案）」について議

論されました。会議の本部長である石破首

相の会議後のコメントについても抜粋して

紹介したいと思います。 

 

～以下抜粋～ 

「ただいま、『障害者に対する偏見や差

別のない共生社会の実現に向けた行動計

画』を決定いたしました。この計画は、政

府が、憲法違反とされた旧優生保護法を長

年にわたって執行し、優生上の見地からの

誤った目的に係る施策を推進してきたこと

について、重く受け止め、真摯に反省・謝

罪し、誠実に対応しなければならないとの

認識の下、障害のある方に対する偏見や差

別のない共生社会の実現に向けた取組を改

めて強化するため、策定したものでありま

す。計画の策定に当たりましては、旧優生

保護法の被害者の方々や障害当事者の方々

から、御経験や御意見を伺ってまいりまし

た。」 

～抜粋終り～ 

 

「資料３」には「ヒアリングにおいて当

事者の方々から示された主な問題意識」と

いう項目があります。この中では、「優生

手術等に関する歴史的事実やその背景を後

世に伝えるべきだ」という意見や、「障害

の有無に関わらず、やりたいことを自由に

できる社会になってほしい」という希望、

さらに「差別を解消するためには、障害の

ある人もない人も共に学び、育つ経験がで

きる環境が必要である」といった強い思い

など、さまざまな意見が示されています。 

行動計画の１ページから２４ページまで

をお配りしましたが、２５ページ以降には

旧優生保護法訴訟の原告や当事者の意見が

掲載されています。これを読むと、原告の

方々のこれまでの経緯やさまざまな思いや

各団体や当事者からの意見も一つ一つ丁寧

に書かれています。これらは非常に重要な

内容であり、ホームページ等でもご覧いた

だけますので、今回お配りできなかった分

については、ぜひ参照していただきたいと

思います。では、石破首相のコメントに戻

ります。 

 

～以下抜粋～ 

「過去において障害のある方々が受けてき

た差別、虐待、隔離、暴力、特別視といっ

たものはあってはならないものでありま

す。同時に、障害がある人はかわいそうで

あり、一方的に助けられるべき存在である

といった考えも誤りであります。『障害の

社会モデル』という言葉にあるように、障

害は、心身機能に障害がある方々の社会参

加を困難にしている事物、制度、慣行、観

念など、様々な社会的障壁によって生み出

されるものであり、こうした障壁を取り除

くのは、社会全体の責務であります。真の

共生社会を実現するためには、社会全体に

おける意識改革を行い、社会全体が変わら

なければなりません。」 

～抜粋終り～ 

 

と、この後続けて首相は、大臣や公務員の

意識改革についても話されておられます。

配布した資料では、「公務員の意識改革に

向けた取り組みの強化」のところです。 

 

～以下抜粋～ 

「旧優生保護法に基づく施策が数多くの

障害者の個人の尊厳を蹂躙し、数多くの苦

痛を強いてきたという事実を重く受け止

め、本計画の背景にある考え方や、この推

進本部で全大臣を構成員としている趣旨を

よく御理解いただきました上で、各所管分
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野を通じて、国民全体に障害についての正

しい理解が行きわたるよう、地方公共団体

や関係者とも連携し、行動計画を着実に実

施するとともに、その進捗を継続的にフォ

ローアップするようにしてください。ま

た、これらの施策を進めていくに当たり、

それを担う公務員の意識改革は不可欠であ

ります。各府省において障害当事者が参画

した研修の実施など、これまで以上に取組

を強化するとともに、各大臣自ら、職員に

向けて、障害のある人への偏見や差別の根

絶に向けたメッセージを発信してくださ

い。」 

～抜粋終り～ 

 

足立区では、職員向けに基本的人権に関

する研修を実施していて、私たちの所管で

も、当事者である谷内先生に、差別解消や

障がい者理解についてお話しただくようお

願いをしています。ですが、旧優生保護法

に関する内容については、今年度は実施し

ていません。今後はこうした内容も含め、

公務員として学ぶべき事項を事務局からし

っかり発信していきたいと考えています。 

石破首相の結びのことばを紹介します。 

 

～以下抜粋～ 

「全ての国民が疾病や障害の有無によっ

て分け隔てられることなく、相互に人格と

個性を尊重し合いながら共生する社会の実

現に向けて、政府一丸となって取り組んで

まいります」 

～抜粋終り～ 

 

１２月２７日に行動計画が発表され、１

月１７日には旧優生保護法に基づく補償金

等支給法が施行され、さまざまな動きが進

んでいます。この内容について提供させて

いただきました。以上です。 

 

〇平部会長 

ありがとうございます。それでは、次に

障がい者の差別解消・合理的配慮等に関し

て委員さんからよせられた事例について、

事務局から説明お願いします。 

 

〇和田事務局員 

アンケートにご協力いただきありがとう

ございました。今日は傍聴の方いらっしゃ

らないので、寄せられた事例について、ア

ウトラインを少しご紹介したいとおもいま

す。 

 

（以下については非公開） 

 

 

 

 

（３）令和６年度活動報告について 

〇平部会長 

ありがとうございます。貴重なご意見あ

りがとうございました。続きまして、議事

の３番目は、令和６年度の活動報告につい

てです。２月２０日に本会議があります

が、私から部会の活動を報告させていただ

きます。事務局の指定の書式にまとめるほ

か、本日、配布した資料の通りまとめも作

成していますので、またあらためて皆さま

に共有しますのでよろしくお願いいたしま

す。以上で、本日予定されている議事は終

了いたしますので、進行を事務局にお返し

いたします。 

 

３ 事務連絡 

〇荒井事務局員 

平部会長、ありがとうございました。こ

こで、事務局より、事務連絡がございま

す。本日の議事録については、案ができ次

第、各委員あてにお送りしますので、ご確

認をお願いいたします。また、次年度の予

定につきましても、この後、事務局からご

連絡いたします。 

それでは、以上を持ちまして、本日の権

利擁護部会を終了させていただきます。委

員の皆様には、お忙しいところ、ご出席い

ただきありがとうございました。お帰りの

際にはお忘れ物などないよう、お気を付け

ください。 

非公開部分 


